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Abstract 

  This study examined the growth-promoting effects of crab shell waste on plant seedlings using two experimental 

approaches. In the first experiment, seeds of radish (kaiware daikon) were sown and cultivated in aqueous solutions 

derived from crab shell extract at dilution ratios of 15-, 60-, 150-, and 300-fold, with tap water serving as a control. 

Germination rates were higher in the 15- and 60-fold treatments than in the others. In addition, these treatments 

resulted in significantly longer seedlings than the other treatments (P < 0.05). In the second experiment, 

biodegradable seedling pots incorporating crab shell materials were fabricated using traditional Japanese paper from 

Fukui Prefecture. Eighteen days after sowing, radish seedlings (hatsuka daikon) grown in crab shell–amended pots 

exhibited significantly greater seedling lengths than those grown in pots without crab shells (P < 0.05). These 

findings demonstrate that crab shell waste can promote early plant growth under specific conditions and highlight 

its potential as a sustainable agricultural resource. 
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１．緒言 

 福井県は国内有数のズワイガニの産地である．近年では，

漁獲対象外である小型個体（稚ガニ）の保護等の資源管理

によってズワイガニの漁獲量は増加傾向にある．2025 年

度の福井県のズワイガニ漁獲量は過去最高である 511 tに

達した［ 1］．蟹の重量の約半分は蟹殻であることから，2025

年度には約 250 tの蟹殻が副産物として発生し，その多く

が廃棄されており，蟹殻の有効利用が課題となっている． 

 蟹殻は廃棄物である一方で，有用な生物資源としての側

面も有している．蟹殻に含まれるキチン，キトサン，およ

びキチンナノファイバーは，植物の生育促進効果を示すこ

とがこれまでに報告されている．例えば，キトサンは発芽

促進，発芽率の向上，初期成育の促進が認められている 2–

4］．キチンやキトサンを施用した土壌において，レタスや
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ダイズの生育量および収穫量の増加が報告されている 5–

7］．キチンナノファイバーの施用による植物の病害抵抗性

誘導効果も報告されている 8–10］． 

 蟹殻廃棄物の有効活用を検討する上で，環境負荷の低減

や地域産業との連携も重要な観点である．越前和紙は，福

井県越前地方で生産されている和紙であり，同県を代表す

る伝統工芸の 1つである．越前和紙の起源は，日本に紙が

伝来した 4～5世紀頃にさかのぼり，約 1500年の歴史を有

するとされている．現存する最古の越前和紙は，正倉院に

所蔵される「越前国大税帳」（天平 2年，730年）が知られ

ている 11］．越前和紙は 2014年に国指定重要有形民俗文

化財に指定されており，とりわけ「越前鳥の子紙」は 2017

年に国指定重要無形文化財に指定され，さらに 2025年に

ユネスコ無形文化遺産に登録されている．近年では持続可

能な素材としても注目されている．また，近年では農業分

野においてもプラスチック資材の使用に起因する環境負

荷問題が顕在化しており，生分解性資材への転換が求めら

れている 12, 13］． 

 以上の背景から，地域の廃棄物である蟹殻と，地域の伝

統工芸である越前和紙に着目した．そこで本研究では，蟹

殻廃棄物の農業資源としての有効利用を目的として，（1）

蟹殻抽出液を用いた栽培試験，（2）和紙を基材とした蟹殻

含有育苗ポットを用いた栽培試験，の 2種類の試験を実施

し，蟹殻が植物苗の生育に及ぼす影響を検討した． 

 

2. 方法 

2.1 蟹殻由来の栽培溶液の調製およびカイワレの栽培 

 蟹殻は身を除去したズワイガニの殻を使用する．50 gの

蟹殻を小片（約 0.5～1.0 cm）に破砕した後，蟹殻に対して

3倍量である 150 mLの水道水を加えて，オートクレーブ

滅菌（121℃，15 min）に供する．蟹殻の小片を除去するた

めにオートクレーブ滅菌後の溶液をろ過して，蟹殻抽出液

（これを 3倍希釈液とする）を得る．この蟹殻抽出液を水

道水で希釈して，4条件の栽培溶液（15，60，150，300倍

希釈）を調製する．この 4条件の栽培溶液およびコントロ

ールとして水道水を用いて計 5 条件でカイワレの栽培試

験を行う．栽培試験に用いるカイワレの種子は市販品であ

るかいわれ（株式会社アタリヤ農園），土壌は肥料成分を

含まない赤玉土（小粒，株式会社コメリ）である．1個の

栽培容器に，180 g（乾燥重量）の赤玉土を入れ，12粒の

種子を播種する．種子を播種した土壌に 100 ml の栽培溶

液（15，60，150，300倍希釈）または水道水（コントロー

ル）を加えて，カイワレを栽培（25℃，72 h）する．この

栽培試験を独立に 3回実施し，栽培期間中に発芽率および

草丈の大きさを測定する． 

 

2.2 和紙を基材とした蟹殻含有育苗ポットの作製 

 蟹殻含有育苗ポットは材料として破砕した蟹殻および

和紙を用いて作製する．蟹殻は，破砕処理に供して 2種類

の粉砕粒度（粉砕された蟹殻の大きさ）である蟹殻を調製

する．本研究では，この 2種類の蟹殻を［「蟹殻粉末（約 1 

mm以下）」および［「蟹殻破砕（約 2～5 mm）」とする．和

紙の原料は株式会社五十嵐製紙からご提供いただいた．和

紙の原料に蟹殻粉末または蟹殻破砕を加えて紙漉きを行

い，2種類の蟹殻含有和紙を作製する．コントロールとし

て和紙のみ（蟹殻を含有しない）も作製する．和紙が乾燥

しないうちに容器に被せて，完全に乾燥するまで放置

（20℃，10日間）する．和紙が乾燥した後に，和紙を容器

から取り外して，3種類の育苗ポット（蟹殻粉末育苗ポッ

ト，蟹殻破砕育苗ポット，蟹殻なし育苗ポット）を作製す

る．作製した育苗ポットは上部開口を有する円錐台状（上

部直径 8 cm、底部直径 5 cm、高さ 9 cm）である。 

 

2.3 蟹殻含有育苗ポットでのハツカダイコンの栽培 

 ハツカダイコンの栽培試験は，種子は市販品である赤丸

はつかラディッシュ（株式会社トーホク），土壌は先述し

た赤玉土を用いる．本研究で作製した 3種類の育苗ポット

（蟹殻粉末育苗ポット，蟹殻破砕育苗ポット，蟹殻なし育

苗ポット）はそれぞれ 2個を用いて，育苗ポットに赤玉土

を入れ，育苗ポットあたり 3粒の種子を播種する．市販さ

れている植物栽培用のプランター（約 650×220×180 mm）

に赤玉土を入れ，プランターあたり 2個の育苗ポットを赤

玉土に埋める．すなわち，各条件あたり 2個の育苗ポット

で計 6粒の種子を栽培する．これらのハツカダイコンの栽
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培試験は屋外で 23日間（令和 7年 10月 8日～31日）実

施する．栽培期間中に草丈および双葉の大きさを測定する． 

 

3. 結果および考察 

3.1 蟹殻由来の栽培溶液を用いたカイワレの栽培 

 カイワレの栽培試験は 4条件の栽培溶液（15，60，150，

300倍に希釈）およびコントロールとして水道水を用いて

実施した（図 1）．栽培溶液の pHは，15倍希釈が 7.5，60

倍希釈が 7.2，150倍希釈が 7.1，300倍希釈が 7.0を示し

た．栽培溶液に含まれる蟹殻由来成分はその調製過程から

キチン，カルシウムイオン，炭酸水素イオンおよび炭酸イ

オン，可溶性ペプチドおよびアミノ酸の存在が想定される．

しかしながら，これらの成分の分析は実施していないため，

以上は推定に基づくものである．本栽培試験の結果，播種

後 48時間での発芽率の平均値は，コントロール区（水道

水）が 63.9%，15倍希釈区が 75.0%，60倍希釈区が 72.2%，

150 倍希釈区が 55.6%，300 倍希釈区が 58.3%であった．

播種後 72時間での発芽率の平均値は，コントロール区が

83.3%，15倍希釈区が 100.0%，60倍希釈区が 100.0%，150

倍希釈区が 80.6%，300倍希釈区が 88.9%であった．また，

播種後 72 時間での草丈の平均値は，コントロール区が

45.5±9.6 mm，15倍希釈区が 52.8±8.0 mm，60倍希釈区が

53.3±7.1 mm，150倍希釈区が 46.0±7.2 mm，300倍希釈区

が 45.8±9.1 mmであった（表 1）．本研究の結果，15倍お

よび 60倍希釈区で栽培したカイワレは他の栽培区と比較

して，高い発芽率を示し，さらに有意に大きい草丈が認め

られた［（P＜0.05）．この結果は，キチンおよびキトサンが

種子発芽および初期生育を促進するという既報と一致す

る［ 5–7］．キチンおよびキトサンは植物においてエリシタ

ーとして認識される高分子多糖である．この認識を起点と

して，細胞内シグナル伝達経路であるミトゲン活性化プロ

テインキナーゼ（MAPK）カスケードを介してキチナーゼ

等の防御関連酵素の発現が誘導される．また，植物細胞内

に活性酸素種が生成し，この活性酸素種が防御応答シグナ

ルとして機能すると同時に軽度の酸化ストレスを生じさ

せて，抗酸化酵素の発現が誘導される．さらに，これらの

シグナルはオーキシン等の植物ホルモン経路と相互作用

し，細胞伸長や代謝活性化に関与する成長関連遺伝子の発

現も誘導する．これらの遺伝子発現の誘導によってキチン

およびキトサンが植物の生育を促進することが報告され

ている 14, 15］．このような蟹殻由来の成分が，本研究で

の発芽率および草丈の増加に寄与したことが考えられる． 

 

3.2 蟹殻含有育苗ポットでのハツカダイコンの栽培 

 ハツカダイコンの栽培試験は 3種類の育苗ポット（蟹殻

粉末育苗ポット，蟹殻破砕育苗ポット，蟹殻なし育苗ポッ
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ト）を用いて実施した．その結果，播種後 18日目の草丈

の平均値は，蟹殻粉末育苗ポットが 40.7±3.3 mm，蟹殻破

砕育苗ポットが 47.0±4.9 mm，蟹殻なし育苗ポット（コン

トロール）が 35.0±2.5 mmであった（図 2–A）．この播種

後 18日目の草丈は，蟹殻含有育苗ポット（蟹殻粉末育苗

ポット，蟹殻破砕育苗ポット）と蟹殻なし育苗ポットの間

に有意差［（P＜0.05）を示し，蟹殻含有育苗ポットで栽培し

た苗の草丈が有意に大きいことが認められた．また，播種

後 18 日目の双葉の平均値は，蟹殻粉末育苗ポットが

19.8±1.8 mm，蟹殻破砕育苗ポットが 21.0±2.5 mm，蟹殻な

し育苗ポットが 18.3±1.9 mm であった（図 2–B）．これら

の 3 種類の育苗ポット間での双葉の大きさに有意差は認

められなかった．ハツカダイコンの生育の状態を比較する

と，蟹殻なし育苗ポットよりも蟹殻含有育苗ポット［（蟹殻

粉末育苗ポット，蟹殻破砕育苗ポット）の方が生育の促進

が認められた（図 2–C）．これらの結果は，キチンおよび

キトサンが植物の初期生育および生理応答を活性化する

という既報 5–7］と一致しており，本研究においても蟹

殻由来の成分がハツカダイコンの草丈の生育を促進した

ことが考えられる．近年，農業分野でのプラスチック資材

の使用による環境負荷が問題となっており，生分解性資材

への転換が求められている［ 12, 13］．本育苗ポットは，土

壌に埋設してから約 1カ月で分解・溶解することが確認さ

れ，土壌環境下での生分解性を有することが明らかになっ

た．本育苗ポットのこの挙動は環境負荷低減に貢献する可

能性を示している． 

 

4. 総括 

 本研究では，福井県で発生する蟹殻廃棄物の生物資源と

しての利活用を図るため，蟹殻が植物苗の生育に及ぼす影

響の評価を目的とした．さらに，蟹殻廃棄物と地域産業の

連携に着目し，同県の伝統工芸である和紙を用いた蟹殻含

有育苗ポットを作製した．蟹殻抽出液を用いたカイワレの

栽培試験および本育苗ポットを用いたハツカダイコンの

栽培試験を実施した結果，蟹殻由来の成分がこれらの植物

苗の生育を促進することが示唆された．カイワレでは，蟹

殻由来成分が即時供給されたことによって，発芽および初

期生育に対して短期間での濃度依存的な促進効果が認め

られた．一方，ハツカダイコンでは，蟹殻を含有する育苗

ポットからの蟹殻由来成分の徐放供給によって，長期間に

わたり持続的な生育促進が生じたと考えられる．すなわち，

両試験における生育応答の差異は，成分の供給様式［（即時

と徐放）および植物の生育段階の違いに起因する可能性が

示唆される．また，本育苗ポットは土壌環境下での生分解

性を有することから，環境負荷低減および地域資源循環の

両立に寄与する素材であることが示唆された．このため，

本育苗ポットの更なる研究の進展および実用化によって，

（1）蟹殻由来成分による植物生育の促進，（2）蟹殻廃棄

物の有効利用，（3）伝統工芸である和紙の新規用途の創出，

（4）プラスチック製育苗ポットの代替による環境負荷の

低減，（5）和紙製育苗ポットの土壌分解による定植作業の

省力化，が期待される． 
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